
 

 

 

 

  

かかわる力 
校長 生田目 将 

 
学校再開に伴いまして、ようやく実施（または予

定）される保護者会へのご参加（ご予定）ありがとう
ございます。年間のスケジュールもずれ込み、10 か月
間での本校教育活動の実施となりますが、知恵を出し
合い、工夫を凝らし、生徒たちへ充実した令和 2 年度
の第五中学校での学校生活を保障してまいりますの
で、今後ともご理解ご協力をよろしくお願いいたしま
す。 
 さて、2 年前の話になります。１９年前担任として
携帯電話のことで何度も何度も指導した３３才の教え子二人が校長室へ訪ねて来まし
た。VR（Virtual Reality）関係の会社を起業したそうで、「今後の日本の学校では自
分自身のスマホ、タブレット、パソコンを持ち込み授業で使用することになる。そのこ
とに関連する仕事をしているので相談したい！」ということでした。頼もしく立派にな
った教え子との再会は嬉しい限りでした。その自分の端末の持ち込みを「BYOD
（Bring Your Own Device）」と言います。現に、今年度からある区の中学校では
BYOD を取り入れると聞いたこともあります。さらには IoT（Internet of Things）
という言葉も耳にするようになりました。物とインターネットをつないで、あらゆるこ
とを可能にする時代はすぐそこまで来ていて、便利な世の中になると言われています。
ドローンが宅配を行うことが施行され、ビッグデータ時代に入り、これまでの Society 
4.0 から Society 5.0 はすぐそこと言われています。その技術発展の中で、これから活
躍していく子どもたちには、その技術に対応していくことはもちろんですが、やはり素
敵な出会いや前述の私と教え子の再会のような、人との関わりの重要性を忘れないでほ
しいと強く思います。人間以外がなしうることは増えていくばかりですが、コミュニケ
ーションの必要性は永遠であり、「かかわる力」の獲得は中学生時代にできるにこした
ことはありません。感染防止対策でマスク着用や不要な飛沫の伴う発声表現の自粛の学
校生活だからこそ、必要最低限の表情や言葉で気持ちを伝えあう機会が増えています。

だからこそ、今、求められているものは「相手の気持ち
や様々な事象に気づく力」「人・もの・ことがらを大
切に思いやる気持ち」「言葉を使わなくともできる助
け合い行動」だと思います。 
 通常の登校生活が戻って 2 週間が経過しました。今
後も、様々な規制がつきまとう学校生活や一般生活で
す。この状況をポジティブに受け止め、以前の生活に
戻れないことを前向きな変化と捉えて、「心で通い合
う五中生」になっていくことをイメージしていきたい
と思いま
す。 
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令和２年６月 24 日 

調布市立第五中学校 

校長 生田目 将 

学年黒板の素敵なメッセー 

登校の様子の写真 

☆本校ホームページの「学校

生活の様子」は本年度より毎

日更新いたします！ 

 

※Society 1.0（狩猟社会）、Society 2.0 

（農耕社会）、Society 3.0（工業社会） 

Society 4.0（情報社会）現在、 

Society 5.0（超スマート社会） 

 



 

 

 

 

 

〈学校住所・電話番号〉 

〒182-0035 調布市上石原３丁目２７番地１ 

電話  ０４２（４８４）１３１１ 

ホームページ URL  

https://www.chofu-schools.jp/chofu5/index.html# 

生徒と教師が 

輝く学校 

【分散登校での学校再開に対して

3 年生の感想】 
・分散登校も悪くなかったが、全員のほうが

良い、全員集まるのが楽しみです。 

・とても疲れた。６時間授業が始まると思う

と・・・。 

・３時間だけなのにとっても疲れた。 

・半日過ぎているので午後は授業にいい気持

ちで参加できなかったことがあった。 

・普通に楽しい。  

・顔と名前が一致しない、マスクが邪魔。 

・慣れてくると、クラスになじめるのも早か

った。 

・全員そろって授業を受けたい。 

・今まで話したことがなかった子とも、人数

が少なかったので話すことができてよかっ

た。  

・人が少ないから集中できる。  

・分散登校だから少しずつ普段の学校生活の

リズムに慣れていけた。  

・勉強に集中できているのか不安です。 

・早く、他のグループの友達に会いたいです。  

・元気いっぱいに過ごせた。 

・いろいろと大変な時期だけど、いつ６時間

授業が始まってもよいように、しっかりと勉

強などしておこうと思った。 

・みんながいる生き生きとしたクラスが静か

でさみしい気もちがありました。 

・すごく静かすぎて発言しづらい。 

・早く元に戻り、クラスの仲を深めたい。 

・３時間で静かな授業をするより、６時間で

発言や話し合いができた方が、定着する。 

・いつもと違うので、疲れて不思議に感じた。 

・少しずつ、勉強、受験に向かって頑張りた

い。今年の受験、最後の中学校生活に不安ば

かり・・・。 集中できる環境だった。 

・少ない人数だと授業が楽しくない。頭に入

ってこない。普通に戻ってほしい。 

☆いろいろ考えながら、学校生活を大切に過

ごしたいと思う気持ちが伝わってきます。 

初学活の自己紹介で特技

のジャグリングを披露 

1

年

2

年

3

年

1 水 ○ ○ ○

2 木 ○ ○ ○

3 金 ○ ○ ○

4 土 弁 弁 弁

5 日

6 月 ○ ○ ○

7 火 ○ ○ ○

8 水 ○ ○ ○

9 木 ○ ○ ○

10 金 ○ ○ ○

11 土

12 日

13 月 ○ ○ ○

14 火 ○ ○ ○

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月 ○ ○ ○

21 火 ○ ○ ○

22 水 ○ ○ ○

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月 ○ ○ ○

28 火 ○ ○ ○

29 水 ○ ○ ○

30 木 ○ ○ ○

31 金 ○ ○ ○

令和２年度 ７ 月 行 事 予 定 表

日 曜
給食

行　事　予　定

学：期末テスト計画

 

仮入部期間終

授業日　復習確認テスト（３）　 

全校朝礼 　　　　　　　

部活動保護者会

スポーツの日　　　　　　　　　

生徒会朝礼　　　　　　　　　　　

期末考査

期末考査

期末考査

安全指導   生徒総会（紙面）

 　　　　　　　　

海の日　

学：曲聞き


